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一

は
じ
め
に

『
竹
取
物
語
』
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
は
、「
五
十
余
点（

1
）」

伝
存
す
る

と
い
う
。
こ
れ
ら
の
絵
に
関
す
る
研
究
は
、
よ
う
や
く
本
格
化
し
つ

つ
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
比
し
て
、
本
文
に
関
す
る
言
及
は
多
く

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

石
川
透
氏
は
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
製
作
時
期
を
、
次
の
よ
う
に

分
類
し
て
お
ら
れ
る（

2
）。

　

Ⅰ
期　

天
正
頃
（
黎
明
期
）
一
五
六
五
〜
一
五
九
五
年
頃

　

Ⅱ
期　

慶
長
頃
（
絢
爛
期
）
一
五
九
五
〜
一
六
二
五
年
頃

　

Ⅲ
期　

寛
永
頃
（
生
産
期
）
一
六
二
五
〜
一
六
五
五
年
頃

　

Ⅳ
期　

寛
文
頃
（
最
盛
期
）
一
六
五
五
〜
一
六
八
五
年
頃

　

Ⅴ
期　

元
禄
頃
（
終
息
期
）
一
六
八
五
〜
一
七
一
五
年
頃

　

Ⅵ
期　

享
保
頃
（
末
裔
期
）
一
七
一
五
〜
一
七
四
五
年
頃

こ
の
分
類
に
『
竹
取
物
語
』
整
版
本
の
刊
行
を
重
ね
る
と
、
嚆
矢

の
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
刊
本
（
林
甚
右
衛
門
尉
版
）
は
Ⅲ
期
・

生
産
期
の
後
期
に
あ
た
り
、続
く
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
刊
本
（
長

尾
平
兵
衛
版
）
は
Ⅳ
期
・
最
盛
期
の
前
期
に
あ
た
り
、
絵
入
刊
本
の

嚆
矢
で
あ
る
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
本
（
長
尾
平
兵
衛
版
）
は

Ⅴ
期
・
終
息
期
の
前
期
に
あ
た
っ
て
い
る
（
整
版
本
は
全
て
同
じ
板

木
を
用
い
て
、
江
戸
期
だ
け
で
な
く
明
治
期
ま
で
刷
ら
れ
続
け
た
）。

す
な
わ
ち
、
六
期
に
分
類
さ
れ
た
百
八
十
年
の
う
ち
、
生
産
期
の
後

期
か
ら
最
盛
期
を
含
む
百
年
程
の
期
間
に
整
版
本
は
刊
行
さ
れ
続
け
、

流
布
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
が
依

拠
し
た
伝
本
を
究
明
す
る
た
め
の
最
初
の
分
類
基
準
と
し
て
、
正
保

三
年
刊
整
版
本
本
文
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
整
版
本
系
か
否
か
を
大

別
す
る
の
に
有
効
性
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
中
野
幸
一
氏
が
御
所
蔵
の
九
曜
文
庫
蔵
『
竹
取
物

語
絵
巻
』
複
製
本
の
解
説（

3
）で

、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
本
文
の
ほ
と
ん
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―
正
保
三
年
刊
整
版
本
の
独
自
異
文
を
視
点
と
し
た
粗
描
―

曽　

根　

誠　

一



 

二

ど
が
古
活
字
本
系
（
第
三
類
第
三
種
）
で
あ
る
と
い
う
中
田
剛
直
氏（

4
）

の
説
を
紹
介
し
つ
つ
、
御
所
蔵
本
が
「
正
保
三
年
刊
の
製
版
本
本
文

に
近
い
と
思
わ
れ
る
」（
132
頁
）
と
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
も
連
関
し
よ
う
。

　

  　
『
竹
取
物
語
』
の
伝
本
は
、
二
、三
を
除
い
て
は
室
町
期
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
現
況
で
の
本
文
研
究

は
、
新
井
信
之
氏
、
中
田
剛
直
氏
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
よ
う

や
く
古
本
系
、
流
布
本
系
と
二
大
別
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

細
部
に
わ
た
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
な
お
異
同
が
あ
り
、
さ
ら
に

諸
本
間
の
精
査
が
必
要
と
さ
れ
る
段
階
で
あ
る
。
そ
の
点
、
江

戸
前
期
の
成
立
に
な
る
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
詞
書
本
文
も
、
古

写
本
の
少
な
い
『
竹
取
物
語
』
の
本
文
研
究
の
重
要
な
資
料
と

し
て
、
十
分
活
用
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る（

5
）。（

133
頁
）

中
野
氏
の
指
摘
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
が
、
全
て
の
奈
良
絵
本
・

絵
巻
が
該
当
す
る
訳
で
は
な
く
、「
十
分
活
用
に
値
す
る
本
文
を
有
す

る
」
伝
本
を
絞
り
込
む
た
め
の
目
安
と
な
る
分
類
基
準
の
設
定
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
正
保
三
年
刊
整
版

本
の
独
自
異
文
を
基
準
と
し
て
分
類
・
検
討
す
る
こ
と
は
、
大
別
す

る
た
め
の
一
つ
の
目
安
と
し
て
有
効
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、上
記
の
理
由
に
基
づ
い
て
、調
査
し
得
た
『
竹
取
物
語
』

奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
伝
本
本
文
に
つ
い
て
、
正
保
三
年
刊
整
版
本
と

の
親
疎
関
係
、
有
り
体
に
い
え
ば
、
整
版
本
の
転
写
本
な
の
か
否
か

を
解
明
し
、
本
文
の
実
態
に
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
立
て
て
み
た
い

と
思
う
。

一

『
竹
取
物
語
』
の
正
保
三
年
刊
整
版
本
本
文
の
成
立
に
つ
い
て
は
、

夙
に
川
瀬
一
馬
氏（

6
）が

「
正
保
以
後
の
整
版
本
は
第
三
種
本
よ
り
出
て

ゐ
る
」（
507
頁
）
と
指
摘
さ
れ
、
二
冊
本
と
な
っ
た
嚆
矢
で
あ
る
古
活

字
十
行
乙
本
（
第
三
種
本
）
と
十
一
行
丙
本
（
第
四
種
本
ロ
種
）・
丁

本
（
同
イ
種
）
は
、「
同
種
活
字
印
本
で
元
和
寛
永
中
の
刊
行
」
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
田
剛
直
氏
は
、
古
活
字
十
一
行
丙
本

と
丁
本
に
つ
い
て
、「
丙
本
と
丁
本
の
前
後
及
び
整
版
本
の
直
接
原
本

は
不
明
だ
が
、
丙
本
に
一
箇
所
「
中
納
言
」
が
「
中
言
納
」
な
る
活

字
顚
倒
の
誤
植
が
あ
り
、
厳
密
に
本
文
の
上
か
ら
い
へ
ば
、
整
版
本

は
丁
本
を
受
継
い
だ
も
の
と
も
い
へ
る
が
、
こ
の
点
断
定
は
不
可
能

で
あ
る
」（
219
頁
）
と
慎
重
を
期
し
て
お
ら
れ
る
。
正
保
三
年
刊
整
版

本
の
親
本
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
の
で
そ
れ

に
譲
る
こ
と
と
し
、
今
は
十
一
行
丙
本
・
丁
本
と
整
版
本
の
三
伝
本

間
の
異
同
を
調
査
し
て
、
そ
の
中
に
お
け
る
整
版
本
の
独
自
異
文
を
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三

掲
げ
る
と
、
十
二
箇
所
を
指
摘
で
き
る
（
意
味
の
異
同
を
伴
わ
な
い

仮
名
遣
い
の
異
同
と
、
読
み
が
確
定
で
き
な
い
活
用
語
尾
を
省
略
し

た
漢
字
の
例
は
、
対
象
か
ら
除
外
し
た
）。
こ
れ
は
、
中
田
氏
が
夙
に

作
成
し
て
お
ら
れ
る
「
竹
取
刊
本
相
互
の
異
同
一
覧
表
」
を
再
確
認

す
る
作
業
で
あ
っ
た
が
、
極
め
て
微
少
な
訂
正
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
整
版
本
の
独
自
異
文
十
二
例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ

る
（
上
段
は
乙
・
丁
本
、
下
段
は
正
保
整
版
本
本
文
）。

①  

ひ
と
り
〳
〵
に
あ
ひ
奉
給
へ
や

―
ひ
と
り
〳
〵
に
あ
ひ
×
給

へ
や
（
上
四
裏
5
）

②  

三
日
は
か
り
あ
り
て
こ
き
か
へ
り
給
ぬ
―
―
三
日
は
か
り
有
て

こ
き
×
×
×
給
ぬ
（
上
八
表
6
）

③  

こ
し
か
た
ゆ
く
す
ゑ
も
し
ら
す
―
―
こ
し
か
た
行
す
ゑ
も
し
ら

て
（
上
十
裏
2
）

④  

う
み
に
ま
き
れ
ん
と
し
き
―
―
う
み
に
ま
き
れ
ん
と
し
×
（
上

十
裏
2
）

⑤  

く
ひ
か
ゝ
ら
ん
と
し
き
―
―
く
ひ
か
く
ら
ん
と
し
き
（
上
十
裏

4
）

⑥  

ふ
は
さ
み
に
文
を
は
さ
み
て
―
―
ふ
は
さ
み
×
文
を
は
さ
み
て

（
上
十
二
表
8
）

⑦  

も
ろ
と
も
に
同
所
に
―
―
も
ろ
と
も
×
同
所
に
（
上
十
二
裏
7
）

⑧  

此
か
は
は
た
×
や
す
く
な
き
も
の
な
り
―
―
此
か
は
は
た
は
や

す
く
な
き
も
の
な
り
（
上
十
五
表
4
）

⑨  

い
か
ゝ
は
そ
む
く
へ
き
と
の
給
ひ
て
―
―
い
か
ゝ
は
そ
む
く
へ

き
と
の
給
ふ
（
上
十
八
裏
1
）

⑩  

こ
し
な
ん
う
こ
か
れ
ぬ
―
―
こ
し
な
ん
う
と
か
れ
ぬ
（
下
五
表

5
）

⑪  

書
は
つ
る
。
た
ゝ
入
給
ひ
ぬ
―
―
書
は
つ
る
。
た
え
入
給
ひ
ぬ

（
下
五
表
7
）

⑫  

此
十
五
日
×
は
人
々
給
は
り
て
―
―
此
十
五
日
に
は
人
々
給
は

り
て
（
下
十
三
表
4
）

こ
れ
ら
の
異
文
を
、
中
田
氏
「
校
異
篇
」
で
確
認
す
る
と
、
①
「
あ

ひ
×
給
へ
や
」
は
、「
奉
」
を
欠
脱
し
た
事
例
で
あ
る
。
古
本
系
統
の

友
時
本
を
除
く
六
伝
本
と
一
致
す
る
外
、
通
行
本
系
統
第
三
類
第
三

種
ロ
種
本
の
竹
取
物
語
抄
本
・
中
田
本
・
五
十
嵐
本
・
松
本
本
と
も

一
致
す
る
が
、
正
保
整
版
本
の
下
位
本
文
で
あ
る
。
②
「
こ
き
×
×

×
給
ぬ
」
は
、「
か
へ
り
」
を
欠
脱
し
た
事
例
で
あ
り
、
下
位
本
文
の

竹
取
物
語
抄
本
と
一
致
す
る
だ
け
で
あ
る
。
③
「
し
ら
て
」
は
、
連

用
中
止
法
の
「
ず
」
を
、
接
続
助
詞
「
て
」
を
含
め
た
「
ず
て
」
の

短
縮
形
「
で
」
に
誤
っ
た
事
例
で
あ
る
。
第
一
類
第
三
種
の
山
岸
本
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と
一
致
す
る
外
、
第
三
類
第
三
種
ロ
種
の
竹
取
物
語
抄
本
・
松
本
本
・

中
田
本
・
五
十
嵐
本
と
一
致
す
る
下
位
本
文
で
あ
る
。
④
「
ま
き
れ

ん
と
し
×
」
は
、
連
用
中
止
法
で
文
章
が
後
に
連
続
す
る
と
誤
読
し

て
、
文
末
の
助
動
詞
「
き
」
を
欠
脱
し
た
事
例
で
あ
る
。
第
一
類
第

三
種
の
前
田
本
・
山
岸
本
の
外
、
第
三
類
第
三
種
ロ
種
の
竹
取
物
語

抄
本
・
五
十
嵐
本
と
一
致
す
る
。
⑤
「
く
ひ
か
く
ら
ん
」
は
、
踊
り

字
を
「
く
」
に
誤
読
し
た
事
例
で
あ
る
。「
か
ゝ
ら
ん
」
が
原
態
本
文

で
あ
る
こ
と
は
文
脈
か
ら
容
易
に
判
断
で
き
る
た
め
、
古
本
系
統
の

太
氏
本
と
一
致
す
る
だ
け
で
あ
る
。
⑥
「
ふ
は
さ
み
×
」
は
、
格
助

詞
「
に
」
を
欠
脱
し
た
事
例
で
あ
り
、連
接
が
不
自
然
に
な
っ
て
い
る
。

古
本
系
統
の
太
氏
本
に
「
ふ
み
は
さ
み
×
」
と
あ
り
、「
に
」
を
欠
脱

す
る
同
様
の
例
が
確
認
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
⑦
「
も
ろ
と
も
×
」
も
、

格
助
詞
「
に
」
を
欠
脱
し
た
事
例
で
あ
り
、
連
接
が
不
自
然
に
な
っ

て
い
る
。
古
本
系
統
の
京
大
本
・
高
安
本
と
第
一
類
第
三
種
の
前
田

本
の
外
、
第
三
類
第
三
種
ロ
種
の
竹
取
物
語
抄
本
・
松
本
本
・
五
十

嵐
本
と
一
致
す
る
。
⑧
「
た
は
や
す
く
」
は
、
こ
の
本
文
の
方
が
主

流
で
あ
り
、「
た
×
や
す
く
」
と
あ
る
の
は
、
第
一
類
第
一
種
の
高
山

本
と
第
二
種
の
久
曽
神
本
、
第
三
類
第
一
種
の
蓬
左
本
・
吉
田
本
・

久
曽
神
本
と
第
三
種
ロ
種
の
徳
本
本
・
古
活
字
十
一
行
甲
本
・
同
乙

本
・
十
行
乙
本
・
十
一
行
丙
本
・
同
丁
本
・
反
町
本
の
十
二
伝
本
だ

け
で
あ
る
（
全
四
十
六
伝
本
）。
⑨
「
の
給
ふ
」
は
、「
給
ひ
て
」
と

文
章
が
後
に
連
続
す
る
の
を
誤
読
し
て
終
止
さ
せ
た
事
例
で
あ
る
。

古
本
系
統
の
太
氏
本
と
一
致
す
る
外
、
第
一
類
第
三
種
の
山
岸
本
と

第
三
類
第
三
種
ロ
種
の
竹
取
物
語
抄
本
・
松
本
本
・
中
田
本
・
五
十

嵐
本
と
も
一
致
す
る
が
、下
位
本
文
で
あ
る
。
⑩
「
う
と
か
れ
ぬ
」
は
、

「
こ
（
己
）」
を
字
形
の
類
似
か
ら
「
と
（
止
）」
に
誤
読
し
た
事
例
で
、

文
意
も
通
じ
が
た
い
。
第
一
類
第
一
種
の
平
瀬
本
と
第
三
類
第
三
種

ロ
種
の
竹
取
物
語
抄
本
と
一
致
す
る
。
⑪
「
た
え
入
」
は
、
こ
れ
が

正
統
な
本
文
で
あ
り
、「
た
ゝ
入
」
は
「
え
」
を
踊
り
字
の
「
ゝ
」
に

誤
読
し
た
事
例
で
、
文
意
は
通
ら
な
い
。「
た
ゝ
入
」
は
、
第
二
類
の

北
島
本
と
第
三
類
第
三
種
ロ
種
の
古
活
字
十
一
行
丙
本
・
同
丁
本
だ

け
で
あ
る
。
⑫
「
十
五
日
に
は
」
は
、古
本
系
統
の
新
井
本
・
似
閑
本
・

太
氏
本
・
友
時
本
・
京
大
本
・
高
安
本
の
外
、
第
一
類
第
二
種
の
武

田
本
と
第
三
種
の
山
岸
本
、
第
二
類
の
度
会
本
・
荒
木
田
本
、
第
三

類
第
一
種
の
蓬
左
本
・
吉
田
本
・
久
曽
神
本
、
第
二
種
の
丹
羽
本
・

尊
経
閣
本
、
第
三
種
ロ
種
の
古
活
字
十
一
行
甲
本
・
竹
取
物
語
抄
本
・

中
田
本
・
五
十
嵐
本
・
竹
取
物
語
裏
解
本
と
一
致
す
る
。

以
上
、
古
活
字
十
一
行
丙
本
・
同
丁
本
と
正
保
三
年
整
版
本
の
三

伝
本
間
に
お
け
る
整
版
本
の
独
自
異
文
十
二
例
に
つ
い
て
、
中
田
氏

の
校
異
篇
を
参
照
し
つ
つ
検
討
を
加
え
て
み
た
が
、
⑧
⑪
の
二
例
を



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
本
文
考 

五

除
い
て
は
、
誤
読
・
誤
脱
に
よ
る
下
位
本
文
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

次
節
で
は
、
依
拠
し
た
伝
本
を
分
類
す
る
基
準
と
な
り
得
な
い
正

統
な
本
文
で
あ
る
⑪
を
除
く
十
一
例
の
独
自
異
文
を
手
懸
か
り
に
し

て
、
管
見
に
入
っ
た
『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
本
文
の
大

ま
か
な
分
類
を
試
み
て
み
た
い
と
思
う
。

二

先
ず
、
管
見
に
入
っ
た
『
竹
取
物
語
』
絵
巻
十
二
伝
本
に
つ
い
て
、

正
保
三
年
整
版
本
の
独
自
異
文
十
一
例
と
の
本
文
異
同
を
掲
げ
る
と
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
表
1
〉　
＊
○
印
は
、
正
保
整
版
本
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す

正
保
整
版
本

　
（
丙
・
丁
本
）

逸
翁
九
巻
九
曜
諏
訪
武
田
ハ
イ
小
絵
国
会

1125
1188

東
京
立
教

①  

あ
ひ
×
給
へ
や

（
奉
）

○

○

○

○

○

○

○

○

た
て
ま
つ
り

○

○

○

②  

こ
き
×
×
×

（
か
へ
り
）

○

○

か
へ
り

○

○

か
へ
り

か
へ
り

○

か
へ
り

○

○

○

③  

行
す
ゑ
も
し
ら

て
（
す
）

○

○

○

○

○

○

○

○

す

○

す

○

④  

ま
き
れ
ん
と
し

×
（
き
）

○

○

○

○

○

○

○

○

き

○

○

○

⑤  

く
ひ
か
く
ら
ん

（
ゝ
）

ゝ

○

ゝ

ゝ

○

〳
〵

ゝ

○

ゝ

ゝ

○

○

⑥  

ふ
は
さ
み
×

文
を
（
に
）

○

○

に

○

○

○

に

○

に

○

○

○

⑦  

も
ろ
と
も
×

同
所
（
に
）

○

○

に

○

○

○

○

○

に

に

に

○

⑧  

た
は
や
す
く
な

き
（
×
）

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

⑨  

と
の
給
ふ

（
ひ
て
）

○

○

○

○

○

○

○

○

ひ
て

○

○

○

⑩  

う
と
か
れ
ぬ

（
こ
）

○

○

こ

○

○

こ

こ

○

○

こ

○

○

⑫  

此
十
五
日
に
は

（
×
）

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

  

逸
翁
…
…  

逸
翁
美
術
館
蔵
絵
巻
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
）

  

九
巻
…
…  

九
州
大
学
蔵
絵
巻
（
同
大
学
図
書
館
Ｈ
Ｐ
、
国
文
学
研
究
資

料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

  

九
曜
…
…  

九
曜
文
庫
蔵
絵
巻
（『
竹
取
物
語
絵
巻
』
勉
誠
出
版　

二
○

○
七
年
七
月
）

  

諏
訪
…
…  

諏
訪
市
博
物
館
蔵
絵
巻
（『
竹
取
物
語
絵
巻
』
諏
訪
市
博
物

館　

二
○
○
三
年
一
月
、
同
館
Ｈ
Ｐ
）

武
田
…
…  

国
学
院
大
学
蔵
武
田
本
絵
巻
（
同
大
学
図
書
館
Ｈ
Ｐ
）

  

ハ
イ
…
…  

国
学
院
大
学
蔵
ハ
イ
ド
旧
蔵
本
絵
巻
（
針
本
正
行
氏
『
物
語

絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』　

二
○

○
八
年
三
月
掲
載
の
翻
刻
）

  
小
絵
…
…  

国
学
院
大
学
蔵
小
型
絵
本
絵
巻
（
針
本
正
行
氏
『
物
語
絵
巻

の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』　

二
○
○
九

年
三
月
掲
載
の
翻
刻
）

国
会
…
…  
国
会
図
書
館
蔵
絵
巻
（
同
館
Ｈ
Ｐ
）

  1125

…
…  
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵J1125

本



 

六

絵
巻
（『
竹
取
物
語
絵
巻
』
勉
誠
出
版　

二
○
○
八
年
七
月
）

  1188

…
…  

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵J1188

本

絵
巻
（
針
本
正
行
氏
『
物
語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関

す
る
総
合
的
研
究
』　

二
○
一
○
年
三
月
掲
載
の
翻
刻
）

  

東
京
…
…  
東
京
大
学
蔵
絵
巻
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
）

立
教
…
…  

立
教
大
学
蔵
絵
巻
（
同
大
学
図
書
館
Ｈ
Ｐ
）
右
の
表
の
検

討
に
先
立
ち
、
絵
巻
十
二
伝
本
の
本
文
が
正
保
整
版
本

系
統
の
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
を
大
別
す
る
た
め
に
、

正
保
整
版
本
及
び
そ
の
親
本
の
系
統
と
理
解
さ
れ
て
い

る
古
活
字
十
行
乙
本
・
十
一
行
丙
本
・
同
丁
本
に
共
通

す
る
異
文
の
一
例
で
あ
る
「
色
好
み
」
五
人
の
名
を
列

挙
す
る
条
を
引
用
し
て
み
た
い
。

　

  　

そ
の
名
一
人
は
い
し
つ
く
り
の
御
子
、
一
人
は
く
ら
も
ち
の

御
子
、
一
人
は
左
大
臣
あ
へ
の
み
む
ら
し
、
大
納
言
一
人
は
大

伴
の
み
ゆ
き
、
中
納
言
一
人
は
い
そ
の
か
み
の
も
ろ
た
か
、
此

人
々
な
り
け
り
。（
正
保
整
版
本
・
3
表
）

こ
れ
と
各
伝
本
の
当
該
箇
所
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ

1125

本
を
除
く
他
の
十
一
伝
本
は
、
右
の
正
保
整
版
本
の
本
文
と
一

致
し
て
い
る
（
九
曜
文
庫
蔵
絵
巻
本
に
二
箇
所
目
の
「
一
人
は
」
を

脱
落
す
る
異
同
あ
り
）。
こ
れ
に
右
の
〈
表
1
〉
の
正
保
三
年
整
版
本

の
独
自
異
文
と
の
重
な
り
具
合
を
勘
案
す
る
と
、『
竹
取
物
語
』
絵
巻

の
殆
ど
は
、
正
保
整
版
本
系
統
の
本
文
を
書
写
し
て
い
る
と
い
う
見

通
し
が
立
つ
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ1125

本
の
当
該
箇
所
の
本
文
は
、
次
の
如
く
あ

り
、
相
違
し
て
い
る
。

　

  　

そ
の
名
と
も
、
石
つ
く
り
の
御
子
、
く
ら
も
ち
の
御
子
、
左

大
臣
あ
へ
の
み
む
ら
し
、
大
納
言
大
伴
の
み
ゆ
き
、
中
納
言
い

そ
の
か
み
の
も
ろ
た
り
、
こ
の
人
々
な
り
け
り
。

で
は
Ｃ
Ｂ
Ｌ1125

本
は
、
如
何
な
る
系
統
の
伝
本
に
依
拠
し
て
書

写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
時
、
冒
頭
部
で
竹

取
の
翁
が
か
ぐ
や
姫
を
家
に
持
ち
帰
っ
た
後
の
、
次
の
叙
述
が
参
考

に
な
ろ
う
。

　

  　

め
の
女
に
あ
づ
け
て
や
し
な
は
す
。
う
つ
く
し
き
こ
と
か
ぎ

り
も
な
し
。
い
と
お
さ
な
け
れ
ば
、
手
は
こ
に
入
て
や
し
な
ふ
。

傍
線
部
の
「
手
は
こ
」
と
い
う
本
文
は
、
元
来
は
「
こ
」（
籠
）
で

あ
る
の
が
、
直
前
の
接
続
助
詞
「
ば
」
と
の
文
字
上
の
連
接
に
基
づ

く
誤
読
か
ら
「
は
こ
」（
箱
）
と
な
り
、
そ
れ
が
更
に
小
さ
な
箱
と
い

う
意
の
「
手
は
こ
」
に
な
っ
た
下
位
本
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
有
す
る

伝
本
は
、
中
田
氏
「
校
異
篇
」
に
よ
れ
ば
、
通
行
本
（
流
布
本
）
系

統
第
二
類
本
の
島
原
本
（
現
日
本
大
学
本
）・
北
島
本
と
校
合
書
き
入



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
本
文
考 

七

れ
本
文
で
あ
る
度
会
本
・
荒
木
田
本
の
四
伝
本
と
、
第
三
類
第
三
種

本
ロ
種
本
で
あ
る
古
活
字
十
一
行
乙
本
（
新
宮
春
三
氏
蔵（

7
））・

反
町

本
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
第
二
類
本
に
共
通
す
る
独
自
異
文
は
、
整
版
本
上
巻
は

前
述
の
四
伝
本
で
、
下
巻
は
北
島
本
を
除
く
三
伝
本
で
考
え
る
べ
き

で
あ
る
と
の
中
田
氏
の
指
摘
（
199
頁
）
に
従
い
、
先
ず
、
上
巻
に
相

当
す
る
十
四
例
を
表
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
二
類
本

四
伝
本
と
反
町
本
の
本
文
確
認
は
「
校
異
篇
」
に
拠
っ
た
た
め
、漢
字
・

平
仮
名
の
区
別
は
厳
密
で
は
な
い
）。

〈
表
2
〉　
＊  

○
印
は
、
第
二
類
本
共
通
の
独
自
異
文
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す

二
類
本
共
通
の
独
自
異
文
（
正

保
三
年
整
版
本
）

1125

本

古
活
字
11
乙
本

反
町
本

①

手
箱
に
い
れ
て
（
は
こ
）

○

○

○

②

き
こ
ゆ
る
×
×
×
み
た
ま
へ

（
や
う
に
）

や
う
に

や
う
に

や
う
に

③

と
り
か
た
き
物
を
申
つ
る
（
×

×
×
）

○

×
×
×

×
×
×

④

欠
文
（
舟
の
う
ち
を
な
ん
せ

め
て
見
る
〜
山
い
と
お
ほ
き

に
て
あ
り
）

舟
の
う
ち
〜
に
て

あ
り

舩
の
う
ち
〜
に
て

あ
り

舟
の
う
ち
〜
に
て

あ
り

⑤

舟
に
乗
ぬ
（
て
）

○

て

て

⑥

つ
く
り
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
に

（
こ
と
）

○

こ
と

こ
と

⑦

わ
ら
ひ
つ
る
も
引
か
へ
て

（
さ
）

○

さ

さ

⑧

天
竺
よ
り
た
ま
さ
か
（
に
）

○

に

に

⑨

欠
文
（
何
お
ほ
す
）

な
に
お
ほ
す

な
に
お
ほ
す

な
に
お
ほ
す

⑩

す
こ
し
に
こ
そ
あ
な
れ
、
か

な
ら
す
を
く
る
へ
し
（
×
×

×
×
×
×
×
×
×
）

○

×
×
×
×
×
×
×

×
×

は

⑪

欠
文
（
な
ん
ち
ら
か
君
の
使

と
〜
仰
事
を
は
い
か
か
は
そ

む
く
へ
き
と
の
給
ひ
て
）

な
ん
ち
〜
×
×
×

×
そ
む
く
へ
き
と

の
給
ひ
て

な
ん
ち
ら
〜
と
の

給
ひ
て

な
ん
ち
ら
〜
と
の

給
ひ
て

⑫

欠
文
（
も
と
の
め
と
も
は
）

も
と
の
め
と
も
は

も
と
の
め
と
も
は

も
と
の
め
と
も
は

⑬

波
は
け
し
き
に
（
け
れ
共
）

○

け
れ
共

け
れ
共

⑭

お
ほ
け
な
く
心
を
さ
な
く

（
音
）

○

を
と

を
と

Ｃ
Ｂ
Ｌ1125

本
は
、
右
表
に
明
ら
か
な
如
く
、
第
二
類
本
の
共
通

独
自
異
文
十
四
例
中
九
例
が
一
致
し
て
お
り
（
⑪
「
い
か
か
は
」
の

欠
文
は
Ｃ
Ｂ
Ｌ1125

本
の
独
自
異
文
）、
相
違
す
る
五
例
の
内
の
四

例
④
⑨
⑪
⑫
も
、欠
文
を
補
っ
た
事
例
で
あ
る
。
残
る
②
の
例
は
、「
や

う
に
」
を
欠
脱
し
て
い
て
文
意
が
通
り
に
く
い
の
で
、
補
っ
た
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ1125

本
は
、
二
類
本
系
統
の
伝
本
に

基
づ
い
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
だ
が
、
そ
の
親
本
は
、

欠
文
を
補
い
異
本
の
本
文
を
傍
記
す
る
等
、
校
訂
さ
れ
た
伝
本
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
如
何
な
る
伝
本
で
校
訂
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
解
明

す
る
手
懸
か
り
を
、
整
版
本
の
下
巻
に
相
当
す
る
共
通
異
文
十
五
例

（
Ｃ
Ｂ
Ｌ1125
本
と
の
一
致
十
例
、
誤
写
二
例
・
欠
文
二
例
・
欠
字

一
例
）
の
中
に
求
め
る
時
、
次
の
二
例
を
見
出
す
こ
と
が
き
る
。



 

八

二
類
本
共
通
の
独
自
異
文
（
正

保
三
年
整
版
本
）

1125

本

古
活
字
11
乙
本

反
町
本

⑮

欠
文
（
×
×
×
×
と
申
、
人

た
に
見
れ
は
う
せ
ぬ
）

×
×
×
×
と
申
、

人
た
に
見
れ
は
う

せ
ぬ

は
ら
く
か
と
申
、

人
た
に
み
れ
は
う

せ
ぬ

×
×
×
×
と
申
、

人
た
に
み
れ
は
う

せ
ぬ

⑯

い
か
ゝ
い
け
た
る
わ
さ
（
く
）
い
く
い
け
た
る
わ
さ
い
ゝ
い
け
た
る
わ
さ
い
く
い
け
た
る
わ
さ

Ｃ
Ｂ
Ｌ1125

本
の
右
の
二
例
と
一
致
す
る
本
文
を
有
す
る
伝
本
と

し
て
は
、
古
活
字
十
行
乙
本
・
十
一
行
丙
本
・
同
丁
本
・
正
保
整
版
本
・

反
町
本
が
該
当
す
る
。
渡
辺
雅
子
氏
は
Ｃ
Ｂ
Ｌ1125

本
の
絵
師
に
つ

い
て
、「
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
『
竹
取
物
語
』
の
絵
画
様
式
は
次
の
世
代
で
あ
る

狩
野
探
幽
、
尚
信
、
安
信
兄
弟
よ
り
む
し
ろ
彼
ら
の
叔
父
に
あ
た
る
、

し
か
し
同
時
代
に
活
躍
し
た
狩
野
長
信
近
辺
で
制
作
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か（

8
）」（

149
頁
）
と
述
べ
、
一
六
三
○
年
代
の
成
立
と
考
え
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
う
と
、
一
六
四
六
年
刊
の
正
保
三

年
整
版
本
は
該
当
せ
ず
、
反
町
本
は
書
誌
を
含
め
た
詳
細
が
不
明
で

あ
り
、
⑩
の
異
文
も
あ
る
の
で
除
外
す
る
と
、
古
活
字
十
行
乙
本
・

十
一
行
丙
本
・
同
丁
本
の
何
れ
か
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
そ
れ
以
上
の
絞
り
込
み
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ1125

本
は
第
二
類
本
中
の
ど
の
伝
本
に
近
い
の
か

を
、
中
田
氏
が
掲
示
す
る
各
伝
本
の
独
自
異
文
を
手
懸
か
り
に
し
て

考
え
る
と
、
島
原
本
十
二
例
中
四
例
（
第
一
・
二
・
七
・
十
二
例
）
が
一

致
し
て
お
り
、
北
島
本
八
例
・
度
会
本
五
例
・
荒
木
田
本
五
例
に
は

一
致
す
る
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
島
原
本
そ

れ
自
体
で
は
な
い
が
、
現
存
伝
本
中
で
は
島
原
本
に
近
い
本
文
を
持

つ
伝
本
を
親
本
と
す
る
一
方
で
、
欠
文
や
文
意
の
通
り
に
く
い
箇
所

は
、
古
活
字
十
行
乙
本
・
十
一
行
丙
本
・
同
丁
本
の
何
れ
か
を
参
照

し
て
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ1125

本
の
目
移
り
に
よ
る
と
思
し
い
本
文
欠
脱

箇
所
三
例
を
指
摘
し
て
お
く
。

・  

か
く
て
お
き
な
、
や
う
〳
〵
ゆ
た
か
に
な
り
ゆ
く
。
此
の
ち
こ

や
し
な
ふ
ほ
と
に
、
す
く
〳
〵
と
お
ほ
き
に
な
り
ま
さ
る
。
三

・
の
目
に
は
す
も
ゝ
を
二
つ
け
た
る
様
也

・
た
こ
し
つ
く
ら
せ
給
ひ
て
に

こ
れ
と
一
致
す
る
欠
文
を
有
す
る
伝
本
は
、「
校
異
篇
」
に
拠
る
限

り
で
は
確
認
で
き
な
い
。

次
に
、
正
保
整
版
本
系
統
の
本
文
を
書
写
し
て
い
る
と
思
し
い
残

る
十
一
伝
本
の
、〈
表
1
〉
に
見
え
る
正
保
整
版
本
に
対
す
る
異
文
に

つ
い
て
、
略
述
し
て
み
た
い
。

②
「
か
へ
り
」
を
補
記
す
る
伝
本
と
し
て
、
九
曜
文
庫
本
・
ハ
イ

ド
旧
蔵
本
・
小
型
絵
巻
本
の
三
本
が
あ
る
が
、「
お
は
し
ま
し
ぬ
と
人
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に
は
見
え
給
ひ
て
、
三
日
は
か
り
有
て
」
と
い
う
直
前
の
文
脈
を
承

け
る
の
が
「
こ
き
給
ぬ
」
で
は
、
収
ま
り
が
悪
い
。「
か
へ
り
」
は
十

分
に
推
測
可
能
で
あ
る
し
、
古
活
字
本
等
の
他
の
伝
本
を
繙
け
ば
疑

問
の
余
地
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
①
「
奉
」
を
補
記
し

た
伝
本
が
な
い
の
は
、
竹
取
の
翁
が
か
ぐ
や
姫
に
五
人
の
求
婚
者
の

誰
か
一
人
と
結
婚
し
て
ほ
し
い
と
い
う
自
ら
の
願
望
を
呈
示
す
る
発

言
と
し
て
は
、「
あ
ひ
給
へ
や
」
で
も
文
意
は
通
り
、
求
婚
者
と
の
身

分
差
を
表
現
す
る
「
奉
」
が
な
く
と
も
不
都
合
は
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
補
記
を
判
断
す
る
基
準
が
文
意
が
通
る
か

否
か
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
③
「
し
ら
す
」
は
東
京

大
学
本
だ
け
で
あ
り
、
親
本
を
丁
寧
に
読
ま
ず
に
思
い
込
み
で
書
写

し
た
結
果
生
じ
た
異
文
で
あ
ろ
う
。
⑤
「
く
ひ
か
ゝ
ら
ん
」
は
、
逸

翁
美
術
館
本
・
九
曜
文
庫
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
小
型
絵
巻
本
・

Ｃ
Ｂ
Ｌ1188

本
の
五
伝
本
に
見
ら
れ
る
が
、「
む
く
つ
け
ゝ
な
る
も

の
ゝ
き
て
」
と
い
う
文
脈
か
ら
も
、
正
保
整
版
本
の
「
く
」
が
「
ゝ
」

の
誤
写
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ハ
イ

ド
旧
蔵
本
の
「
〳
〵
」
は
「
く
」
を
誤
読
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑥
⑦

に
見
え
る
「
に
」
の
補
記
は
、「
ふ
は
さ
み
×
文
を
」「
も
ろ
と
も
×

同
所
」
と
い
う
格
助
詞
「
に
」
を
欠
く
収
ま
り
の
悪
い
表
現
だ
か
ら

で
あ
る
が
、
⑥
は
九
曜
文
庫
本
・
小
型
絵
巻
本
の
二
伝
本
、
⑦
は
九

曜
文
庫
本
・
Ｃ
Ｂ
Ｌ1188

本
・
東
京
大
学
本
の
三
伝
本
に
留
ま
っ
て

い
る
の
は
、
無
意
識
裡
に
補
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
⑩

「
う
こ
か
れ
ぬ
」
は
、
直
前
の
「
こ
し
な
ん
」
と
の
繋
が
り
を
考
え
れ

ば
、「
と
」
が
字
形
の
類
似
に
よ
る
「
こ
」
の
誤
写
で
、「
動
か
れ
ぬ
」

で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
九
曜
文
庫
本
・
ハ
イ
ド
旧
蔵
本
・
小

型
絵
巻
本
・
Ｃ
Ｂ
Ｌ1188

本
の
四
伝
本
が
改
め
て
い
る
。

次
に
、
各
伝
本
ご
と
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
す
べ
き
で
あ
る
が
、

紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、〈
表
1
〉
に
お
い
て
異
文
が
五
例
と
最
も
多
い

九
曜
文
庫
本
を
手
懸
か
り
に
し
て
、
書
写
の
実
態
を
考
え
る
目
安
と

し
た
い
。

九
曜
文
庫
本
は
、
正
保
整
版
本
に
対
し
て
、
脱
字
二
十
三
例
、
衍

字
三
例
、
誤
写
十
二
例
・
増
補
七
例
が
あ
る
一
方
で
、
正
保
整
版
本

本
文
の
誤
り
を
訂
す
二
十
三
例
が
確
認
さ
れ
る
。〈
表
1
〉
に
掲
げ
た

五
例
を
除
く
十
八
例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
引
用
本
文

は
九
曜
文
庫
本
、
括
弧
内
は
正
保
整
版
本
本
文
、
丁
数
）。

ⓐ
な
い
し
の
は
ち
の
涙
な
か
れ
き
（
け
、
上
7
表
）

ⓑ
た
か
ら
な
り
け
る
か
ち
た
く
み
六
人
を
（
う
、
8
表
）

ⓒ
世
の
中
に
い
き
何
か
×
せ
ん
と
思
ひ
（
て
、
10
表
）

ⓓ
ま
こ
と
に
ほ
う
ら
い
の
木
か
と
こ
そ
（
誠
×
、
13
表
）
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ⓔ
人
を
出
し
て
も
と
め
て
た
て
ま
つ
る
（
×
、
15
表
）

ⓕ
く
ひ
も
の
に
殿
の
う
ち
の
き
ぬ
わ
た
せ
に
な
と
（
け
、
18
裏
）

ⓖ
た
つ
こ
ろ
し
て
そ
か
く
ひ
の
玉
と
れ
る
と
や
聞
（
ね
、
19
裏
）

ⓗ
た
つ
を
こ
ろ
さ
ん
と
も
と
め
給
×
へ
は
あ
る
な
り
（
候
、
20
裏
）

ⓘ
こ
や
す
の
か
ひ
と
り
た
る
か
と
と
は
せ
給
ふ
（
む
か
、
下
1
裏
）

ⓙ
ま
め
な
ら
ん
人
一
人
を
あ
ら
こ
に
の
せ
す
へ
て
（
た
、
2
表
）

ⓚ
あ
な
な
ひ
を
こ
ほ
ち
人
み
な
か
へ
り
ま
う
て
き
ぬ
（
し
、
2
裏
）

ⓛ
ま
こ
と
に
つ
は
く
ら
め
す
つ
く
れ
り
（
誠
×
、
3
表
）

ⓜ
百
官
人
〳
〵
あ
る
し
い
か
め
し
う
つ
か
う
ま
つ
る
（
か
、
9
表
）

ⓝ
お
も
や
の
内
に
は
女
と
も
は
ん
に
お
り
て
守
ら
す
（
た
、
13
裏
）

ⓞ
さ
か
ゝ
み
を
と
り
て
か
な
く
り
お
と
さ
ん
（
し
、
14
表
）

ⓟ  

あ
ま
の
羽
こ
ろ
も
き
る
お
り
そ
君
を
あ
は
れ
と
思
ひ
い
て
た
る

（
こ
ろ
も
、
18
表
）

ⓠ  

ふ
と
あ
ま
の
羽
こ
ろ
も
う
ち
き
せ
た
て
ま
つ
り
つ
れ
は
（
れ
、

18
表
）

ⓡ  

つ
は
も
の
共
あ
ま
た
く
し
て
山
へ
の
ほ
り
け
る
よ
り
（
も
、
19

裏
）

右
の
事
例
か
ら
、
九
曜
文
庫
本
は
、
正
保
整
版
本
本
文
の
誤
り
を

訂
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
伝
本
を
以
て
校

訂
し
た
訳
で
は
な
く
、
気
付
い
た
範
囲
に
留
ま
る
こ
と
は
、〈
表
1
〉

の
残
る
六
例
の
正
保
整
版
本
の
独
自
異
文
を
校
訂
し
て
い
な
い
事
例

か
ら
推
測
で
き
よ
う
。

ま
た
、
こ
う
し
た
書
写
者
の
姿
勢
は
、
元
来
な
い
語
句
の
増
補
や

思
い
込
み
に
よ
る
誤
写
等
を
生
ぜ
し
め
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
事
例

を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
引
用
本
文
は
九
曜
文
庫
本
、
括

弧
内
は
正
保
整
版
本
本
文
、
丁
数
）。

㋑
あ
き
た
な
よ
竹
の
か
く
や
姫
と
名
付
侍
る
（
×
、
上
2
表
）

㋺  

か
く
や
姫
の
い
は
く
よ
く
も
あ
ら
ぬ
た
か
ち
を
ふ
か
き
心
も
し

ら
て
（
×
、
4
裏
）

㋩
お
き
な
の
い
は
く
思
ひ
の
こ
と
く
も
の
給
ふ
か
な
（
×
、
4
裏
）

㋥  

聞
ゆ
る
や
う
に
申
給
へ
と
い
へ
は
御
子
た
ち
上
達
部
（
見
、
6

裏
）

㋭  

か
ま
と
を
三
重
に
し
こ
め
て
高
み
ら
を
入
給
ひ
つ
ゝ
（
た
く
、

8
表
）

㋬  

え
ん
に
は
ひ
の
ほ
り
給
ふ
こ
と
は
り
に
お
も
ふ
（
ぬ
、
9
裏
）

㋣  

ぬ
き
か
へ
な
て
な
ん
立
ま
ふ
て
き
つ
る
と
の
給
ふ
お
き
な
聞
て

（
へ
は
、
11
裏
）

㋠  
た
つ
の
く
ひ
に
あ
る
五
し
き
の
ひ
か
り
あ
る
玉
あ
な
り
（
×
×
、

17
裏
）

㋷
い
と
よ
き
事
か
な
と
て
あ
な
な
ひ
を
こ
ほ
ち
（
な
り
、
下
2
裏
）
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㋦  

お
き
な
か
し
こ
ま
つ
て
御
返
し
申
や
う
こ
の
め
の
わ
ら
は
ゝ
た

へ
て
宮
つ
か
へ
（
事
、
6
裏
）

㋸  
み
か
と
の
ゝ
給
は
ん
こ
と
に
つ
か
ん
人
き
ゝ
や
さ
し
か
ら
し
と

い
へ
は
（
×
×
×
、
7
裏
）

㋾  

み
か
と
お
お
せ
の
給
は
く
宮
つ
こ
ま
ろ
か
家
は
山
も
と
ち
か
く

也
（
×
、
8
表
）

語
句
の
増
補
に
は
、「
の
」
を
補
っ
て
語
調
を
整
え
た
㋺
㋩
の
例
や
、

理
解
し
易
い
表
現
に
改
め
た
㋑
「
名
付
」
㋠
「
く
ひ
に
あ
る
五
し
き
」

㋾
「
お
ほ
せ
の
給
は
く
」
の
他
、「
や
さ
し
」
の
語
義
を
誤
っ
て
「
か

ら
じ
」
と
活
用
語
尾
と
打
消
意
志
の
助
動
詞
を
補
っ
た
㋸
の
例
が
あ

る
。
そ
れ
以
外
は
、
思
い
込
み
に
よ
る
誤
写
の
例
で
あ
る
が
、
㋣
は

第
5
図
「
蓬
莱
の
玉
の
枝
を
見
ま
も
る
か
ぐ
や
姫
」
の
直
前
の
文
章

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
保
整
版
本
の
「
の
給
へ
は
」
と
後
に
連
続
す

る
文
章
を
、
意
図
し
て
「
の
給
ふ
」
と
言
い
切
る
形
式
に
改
め
た
事

例
で
あ
る
点
で
、
注
意
さ
れ
る（

9
）。

最
後
に
、
九
曜
文
庫
本
の
五
文
字
以
上
の
欠
文
を
掲
げ
て
お
く
。

・
ま
こ
と
は
り
た
り
も
と
の
め
と
も
は
か
く
や
ひ
め
を
（
一
行
分
）

・
是
を
な
ん
玉
さ
か
る
と
は
云
は
し
め
け
る

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
正
保
整
版
本
に
依
拠
し

て
い
な
い
Ｃ
Ｂ
Ｌ1125

本
を
除
く
十
一
伝
本
の
絵
巻
本
文
は
、〈
表

1
〉
の
正
保
整
版
本
の
独
自
異
文
と
の
一
致
数
の
多
い
伝
本
程
、
整

版
本
に
忠
実
な
本
文
を
有
し
、
一
致
数
の
少
な
い
伝
本
程
、
整
版
本

の
誤
り
を
気
付
い
た
範
囲
で
訂
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
絵
巻
各
伝
本
の
本
文
は
、
正
保
整
版
本
と
九
曜
文
庫

本
の
範
囲
内
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三

次
に
、
管
見
に
入
っ
た
『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
十
一
伝
本
に
つ

い
て
、
正
保
三
年
整
版
本
の
独
自
異
文
十
一
例
と
の
本
文
異
同
を
掲

げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
表
3
〉　
＊
○
印
は
、
正
保
整
版
本
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す

正
保
整
版
本

　
（
丙
・
丁
本
）

臼
杵

九
支

神
宮

曜
甲

曜
乙

中
京

東
北

宮
本

龍
甲

龍
乙

東
洋

①  

あ
ひ
×
給
へ
や

（
奉
）

○

○

○

○

○

○

○

○

奉

○

○

②  

こ
き
×
×
×

（
か
へ
り
）

か
へ
り

○

○

か
へ
り

○

○

○

○

か
へ
り

○

○

③  
行
す
ゑ
も
し
ら

て
（
す
）

○

○

○

○

○

○

○

○

ぬ

○

欠
文

④  
ま
き
れ
ん
と
し

×
（
き
）

○

○

○

○

○

○

○

○

き

○

欠
文

⑤  

く
ひ
か
く
ら
ん

（
ゝ
）

ゝ

○

ゝ

ゝ

○

ゝ

ゝ

○

ゝ

○

○

⑥  

ふ
は
さ
み
×
文

を
（
に
）

に

○

○

に

○

○

○

○

に

○

○



 

一
二

⑦  

も
ろ
と
も
×
同

所
（
に
）

に

○

○

○

○

○

に

○

に

○

○

⑧  
た
は
や
す
く
な

き
（
×
）

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

⑨
と
の
給
ふ
（
ひ

て
）

○

○

○

○

○

○

○

○

ひ
て

○

○

⑩
う
と
か
れ
ぬ

（
こ
）

○

○

○

こ

○

○

○

○

こ

○

○

⑫  

此
十
五
日
に
は

（
×
）

○

○

○

○

○

○

○

○

欠
巻

○

○

臼
杵
…
…  

臼
杵
市
立
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

九
支
…
…  

九
州
大
学
支
子
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
（
九
州
大
学
図
書
館
Ｈ
Ｐ
、

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

神
宮
…
…  

神
宮
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
）

曜
甲
…
…  

九
曜
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
甲
本
（『
奈
良
絵
本
絵
巻
集　

竹
取

物
語
』
早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
八
七
年
十
一
月
）

曜
乙
…
…  

九
曜
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
乙
本
（『
奈
良
絵
本
絵
巻
集　

竹
取

物
語
』
早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
八
七
年
十
一
月
）

中
京
…
…  

中
京
大
学
蔵
奈
良
絵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
）

東
北
…
…  

東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

宮
本
…
…  

宮
本
長
興
氏
蔵
奈
良
絵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
）

龍
甲
…
…  

龍
谷
大
学
中
川
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
甲
本
（『
龍
谷
大
学
善
本

叢
書　

奈
良
絵
本
上
』
思
文
閣
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）

龍
乙
…
…  

龍
谷
大
学
蔵
奈
良
絵
本
乙
本
（『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書

奈
良
絵
本
上
』
思
文
閣
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）

東
洋
…
…  

東
洋
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
）
＊
奈
良
絵
は
全
面
剥
奪
さ
れ
て
、
現
存
し
な
い

右
の
表
の
検
討
に
先
立
ち
、
奈
良
絵
本
十
一
伝
本
の
本
文
が
正
保

整
版
本
系
統
の
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
を
大
別
す
る
た
め
に
、
正
保

整
版
本
及
び
そ
の
親
本
の
系
統
と
理
解
さ
れ
て
い
る
古
活
字
十
行
乙

本
・
十
一
行
丙
本
・
同
丁
本
に
共
通
す
る
異
文
の
一
例
で
あ
る
「
色

好
み
」
五
人
の
名
を
列
挙
す
る
条
の
本
文
と
比
較
す
る
と
、「
も
ろ
た

か
」
を
「
も
ろ
た
り
」
に
誤
写
す
る
等
の
僅
少
な
異
同
が
見
ら
れ
る

だ
け
で
全
伝
本
で
一
致
し
て
い
る
。

だ
が
、
右
の
〈
表
3
〉
の
正
保
三
年
整
版
本
の
独
自
異
文
と
の
重

な
り
具
合
を
勘
案
す
る
と
、
欠
巻
部
分
の
⑫
を
除
く
十
例
全
て
が
古

活
字
十
行
丙
本
・
丁
本
と
一
致
す
る
龍
谷
大
学
甲
本
は
、
正
保
整
版

本
に
依
拠
し
た
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、
こ
れ
以
外
の
奈
良
絵
本
十

伝
本
は
、
正
保
整
版
本
系
統
の
本
文
を
書
写
し
て
い
る
と
い
う
見
通

し
が
立
つ
の
で
あ
る
。

先
ず
、
龍
谷
大
学
甲
本
が
如
何
な
る
伝
本
に
依
拠
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
は
、
旧
蔵
者
で
あ
る
中
川
浩
文
氏
が
「
本
書
と
十
一
行
丙
・
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丁
本
と
の
極
め
て
近
し
い
関
係
は
、
右
の
比
校
表
に
よ
っ
て
も
明
ら

か
で
、
さ
き
の
異
同
部
の
、
丙
本
一
一
七
箇
所
、
丁
本
の
一
一
六
箇

所
中
の
そ
れ
ぞ
れ
と
一
○
七
箇
所
の
共
通
本
文
を
も
っ
て
い
る（
10
）」

（
317
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
下
巻
を
欠
い
て
い
る

た
め
、
古
活
字
十
一
行
丙
本
と
丁
本
の
い
ず
れ
に
依
っ
た
の
か
は
、

確
定
で
き
な
い
。

次
に
、
正
保
整
版
本
系
統
の
本
文
を
書
写
し
て
い
る
と
思
し
い
残

る
十
伝
本
の
、〈
表
3
〉
に
見
え
る
正
保
整
版
本
に
対
す
る
異
文
に
つ

い
て
、
略
述
し
て
み
た
い
。

②
「
か
へ
り
」
を
補
記
す
る
伝
本
と
し
て
、
臼
杵
市
立
図
書
館
本
・

九
曜
文
庫
甲
本
の
二
伝
本
が
あ
る
が
、
前
節
で
既
述
し
た
よ
う
に
、

直
前
の
文
脈
と
の
続
き
具
合
が
悪
く
、
十
分
に
推
測
可
能
で
あ
る
た

め
、意
味
を
勘
案
し
て
補
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑤「
く
ひ
か
ゝ
ら
ん
」

は
、
臼
杵
市
立
図
書
館
本
・
神
宮
文
庫
本
・
九
曜
文
庫
甲
本
・
中
京

大
学
本
・
東
北
大
学
本
の
五
伝
本
に
見
ら
れ
る
が
、「
む
く
つ
け
ゝ
な

る
も
の
ゝ
き
て
」と
い
う
文
脈
か
ら
も
、正
保
整
版
本
の「
く
」が「
ゝ
」

の
誤
写
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
⑥
⑦
に
見

え
る
格
助
詞
「
に
」
の
補
記
は
、「
ふ
は
さ
み
×
文
を
」「
も
ろ
と
も

×
同
所
」
と
い
う
、
収
ま
り
の
悪
い
表
現
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
⑥
は

臼
杵
市
立
図
書
館
本
・
九
曜
文
庫
甲
本
の
二
伝
本
、
⑦
は
臼
杵
市
立

図
書
館
本
・
東
北
大
学
本
の
二
伝
本
に
留
ま
っ
て
い
る
の
は
、
無
意

識
裡
に
補
わ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
⑩
「
う
こ
か
れ
ぬ
」
は
、
直
前

の
「
こ
し
な
ん
」
と
の
繋
が
り
か
ら
、「
と
」
が
字
形
の
類
似
に
よ
る

誤
写
で
あ
る
こ
と
に
容
易
に
気
付
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
九
曜
文

庫
甲
本
が
改
め
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

次
に
、
各
伝
本
ご
と
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
す
べ
き
で
あ
る
が
、

紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、〈
表
3
〉
に
お
い
て
異
文
が
五
例
と
最
も
多
い

臼
杵
市
立
図
書
館
本
を
手
懸
か
り
に
し
て
、
書
写
の
実
態
を
考
え
る

目
安
と
し
た
い
。

臼
杵
市
立
図
書
館
本
は
、
正
保
整
版
本
に
対
し
て
、
脱
字
二
十
二
例
、

誤
写
九
例
（
漢
字
の
訓
読
四
例
を
含
む
）・
増
補
十
五
例
が
あ
る
一
方

で
、
正
保
整
版
本
本
文
の
誤
り
を
訂
す
二
十
八
例
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
二
十
八
例
う
ち
、〈
表
3
〉
に
掲
げ
た
五
例
と
、
前
節
で
引
用
し

た
九
曜
文
庫
蔵
絵
巻
本
ⓐ
〜
ⓡ
と
一
致
し
て
い
る
十
八
例
を
除
き
、

残
る
五
例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
引
用
本
文
は
臼
杵
市

立
図
書
館
本
、
括
弧
内
は
正
保
整
版
本
本
文
、
丁
数
）。

ⓢ  

か
ま
と
を
三
え
に
し
こ
め
て
た
く
み
ら
を
入
た
ま
ひ
つ
ゝ
（
×
、

上
8
表
）
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ⓣ  

は
ち
こ
れ
に
す
く
る
は
あ
ら
し
女
を
え
す
な
り
ぬ
る
の
み
に
あ

ら
す
（
×
、
13
裏
）

ⓤ  
こ
れ
を
見
た
て
ま
つ
り
て
そ
国
の
つ
か
さ
も
ほ
ゝ
え
み
た
る

（
う
、
21
裏
）

ⓥ  

と
も
す
れ
は
人
ま
に
も
月
を
見
て
は
い
み
し
×
く
な
き
給
ふ

（
ゝ
、
下
10
表
）

ⓦ  

な
を
も
の
お
も
へ
る
け
し
き
な
り
こ
れ
を
見
て
あ
か
仏
何
事
お

も
ひ
給
ふ
そ
（
有
、
10
裏
）

こ
の
五
例
は
、
前
節
で
論
じ
た
九
曜
文
庫
蔵
絵
巻
本
で
は
訂
さ
れ

て
お
ら
ず
、
臼
杵
市
立
図
書
館
本
は
、
よ
り
多
く
の
正
保
整
版
本
本

文
の
誤
り
を
訂
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
書
写
者
の
姿
勢
は
、
元
来
な
い
語
句
の
増
補
を

促
す
こ
と
に
も
繋
が
り
、
そ
の
数
は
九
曜
文
庫
蔵
絵
巻
本
七
例
の
二

倍
以
上
に
な
っ
て
、
し
か
も
一
例
も
重
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
十
五

例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
引
用
本
文
は
臼
杵
市
立
図
書

館
本
、
括
弧
内
は
正
保
整
版
本
本
文
、
丁
数
）。

㋻  

此
子
い
と
お
ほ
き
に
な
り
ぬ
れ
は
名
を
は
み
む
ろ
と
い
ん
へ
の

あ
き
た
を
よ
ひ
て
（
×
、
上
2
表
）

㋕  

を
る
人
た
に
た
は
や
す
く
み
る
ま
し
き
も
の
を
な
を
よ
る
は
や

す
き
い
も
ね
す
（
×
×
、
2
裏
）

㋵  

う
ん
し
て
み
な
か
へ
り
ぬ
な
を
こ
の
女
を
見
て
は
世
に
あ
る
ま

し
き
心
ち
の
（
×
、
6
裏
）

㋟  

そ
の
山
の
さ
ま
た
か
く
う
る
は
し
き
こ
れ
や
わ
か
も
と
む
る
山

な
ら
ん
（
×
、
11
表
）

㋹  

玉
の
木
を
つ
く
り
つ
か
う
ま
つ
り
し
事
こ
の
国
を
た
ち
て
千
余

日
に
ち
か
ら
を
（
×
、
12
表
）

㋞  

此
か
は
き
ぬ
の
入
た
る
は
こ
を
見
れ
は
く
さ
〳
〵
の
う
る
は
し

き
る
り
を
（
×
、
15
裏
）

㋡  

こ
の
か
は
衣
は
火
に
や
か
ん
に
や
け
す
は
こ
そ
ま
こ
と
の
な
ら

め
と
お
も
ひ
て
（
×
、
16
裏
）

㋧  

お
ほ
せ
の
事
は
い
と
も
た
う
と
し
た
ゝ
こ
の
玉
は
た
は
や
す
く

え
と
ら
し
を
（
×
、
18
表
）

㋤  

か
く
や
ひ
め
す
へ
ん
に
は
れ
い
の
や
う
に
は
み
に
く
し
と
の
た

ま
ひ
て
（
×
、
19
表
）

㋶  

こ
ゝ
ろ
も
と
な
か
り
て
い
と
し
の
ひ
て
た
ゝ
ひ
と
り
と
ね
り
二

人
を
め
し
つ
き
と
し
て
（
×
×
×
、
19
裏
）

㋰  
を
ち
な
き
事
す
る
舟
人
に
も
あ
る
か
な
と
え
し
ら
て
か
く
い
ふ

（
×
、
19
裏
）

㋒  

神
さ
へ
い
た
ゝ
き
に
お
ち
か
ゝ
る
や
う
に
な
る
は
た
つ
を
こ
ろ

さ
ん
と
（
×
、
20
裏
）
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㋼  

し
ぬ
る
い
の
ち
を
す
く
ひ
や
は
せ
ぬ
と
書
は
つ
る
比
た
え
入
た

ま
ひ
ぬ
（
×
、
下
5
表
）

㋨  
御
門
き
こ
し
め
し
て
お
ほ
く
の
人
を
こ
ろ
し
て
け
る
こ
ゝ
ろ
そ

か
し
（
×
、
6
裏
）

㋔  

き
の
ふ
け
ふ
み
か
と
の
の
た
ま
は
ん
事
に
つ
か
へ
ん
人
き
ゝ
や

さ
し
（
×
、
7
裏
）

こ
れ
を
見
て
、
先
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
、
正
保
整
版
本
の
上
巻
部

分
に
十
二
例
下
巻
部
分
に
三
例
と
、
偏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
既
述
し
た
九
曜
文
庫
蔵
絵
巻
本
も
同
様
で
、
上
巻
五
例
下

巻
二
例
と
な
っ
て
い
る
。
上
巻
二
十
二
丁
下
巻
十
九
丁
と
い
う
丁
数

の
差
を
勘
案
し
て
も
説
明
は
し
難
く
、
特
徴
の
一
つ
と
し
て
指
摘
す

る
に
留
め
て
お
く
。

増
補
の
殆
ど
は
、
助
詞
や
活
用
語
尾
を
一
字
補
っ
て
語
調
を
整
え
、

理
解
し
易
く
改
め
た
事
例
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
注
意
さ
れ
る
事

例
に
言
及
す
る
と
、
㋕
「
な
を
」
は
、
恋
い
焦
が
れ
て
止
ま
な
い
求

婚
者
達
の
心
情
に
即
し
て
強
め
る
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
㋹
「
こ
の

国
」
は
、
本
来
は
「
五
穀
」
で
あ
る
の
だ
が
、「
こ
国
」
と
い
う
正
保

整
版
本
の
表
記
で
は
理
解
し
に
く
い
の
で
「
の
」
を
補
っ
た
も
の
で

あ
る
。
㋶
「
ひ
と
り
」
は
、
直
前
の
「
た
ゝ
」
と
の
連
接
と
、「
と
ね

り
」
と
の
文
字
の
近
似
性
か
ら
誤
読
し
て
補
っ
た
後
、
誤
り
に
気
付

い
て
改
め
て
「
と
ね
り
」
と
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
奈
良
絵
本
・

絵
巻
の
本
文
書
写
の
特
徴
の
一
つ
に
、
ミ
セ
ケ
チ
と
書
き
入
れ
の
極

度
の
僅
少
さ
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
事
実
は
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
に

お
け
る
本
文
の
位
置
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
依
拠
し

た
親
本
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
厳
密
・
丁
寧
な
態
度
で
書
写
さ
れ
た

訳
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
㋒
は
、
格
助
詞
「
に
」
を
補
う
こ

と
で
、
直
後
の
断
定
の
助
動
詞
「
な
る
」
が
動
詞
の
「
鳴
る
」
の
意

に
変
更
さ
れ
て
、
理
解
し
易
く
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
臼
杵
市
立
図
書
館
本
の
五
文
字
以
上
の
欠
文
と
し
て
は
、

「
あ
る
と
き
い
は
ん
か
た
な
く
む
く
つ
け
ゝ
な
る
も
の
ゝ
き
て
く
ひ

か
ゝ
ら
ん
と
し
き
」
の
傍
線
部
分
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
正
保
整
版
本
に
依
拠
し

て
い
な
い
龍
谷
大
学
蔵
甲
本
（
中
川
文
庫
本
）
を
除
く
十
伝
本
の
奈

良
絵
本
本
文
は
、〈
表
3
〉
の
正
保
整
版
本
の
独
自
異
文
と
の
一
致
数

の
多
い
伝
本
程
、
整
版
本
に
忠
実
な
本
文
を
有
し
、
一
致
数
の
少
な

い
伝
本
程
、
整
版
本
の
誤
り
を
気
付
い
た
範
囲
で
訂
し
て
い
る
と
推

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
奈
良
絵
本
各
伝
本
の
本
文
は
、

正
保
整
版
本
と
臼
杵
市
図
書
館
本
の
範
囲
内
に
位
置
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



 

一
六

結
語

『
竹
取
物
語
』
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
本
文
に
つ
い
て
、管
見
に
入
っ

た
絵
巻
十
二
伝
本
と
奈
良
絵
本
十
一
伝
本
に
つ
い
て
、
正
保
三
年
刊

整
版
本
の
独
自
異
文
十
一
例
を
目
安
に
し
て
、
親
疎
関
係
を
論
じ
て

み
た
。
そ
の
結
果
、
絵
巻
で
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ1125 

本
が
二
類
本
系
統

の
伝
本
を
親
本
と
し
て
書
写
さ
れ
、
奈
良
絵
本
で
は
龍
谷
大
学
蔵
甲

本
（
中
川
文
庫
本
）
が
古
活
字
十
一
行
丙
本
か
丁
本
の
何
れ
か
を
親

本
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
換
言
す
れ
は
、
こ

の
二
伝
本
を
除
く
絵
巻
十
一
伝
本
と
奈
良
絵
本
十
伝
本
は
、
正
保
整

版
本
を
親
本
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、〈
表
1
〉〈
表
3
〉
の
異
同
と
具
体
的
に
検
討
を
加
え
た

九
曜
文
庫
蔵
絵
巻
本
と
臼
杵
市
立
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
の
事
例
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
書
写
者
は
、
正
保
整
版
本
の
誤
り
を
訂
し
て
書

写
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
姿
勢
は
、
本
来
は
な
い
語

句
を
増
補
し
て
語
調
を
整
え
、
理
解
し
易
く
意
改
す
る
結
果
を
招
来

す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
本
文
は
、
正
保
整
版
本
の
独
自
異
文
十
一
例

と
の
一
致
数
の
多
い
伝
本
程
、
整
版
本
に
忠
実
な
本
文
を
有
し
、
一

致
数
の
少
な
い
伝
本
程
、
整
版
本
の
誤
り
を
気
付
い
た
範
囲
で
訂
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
簡
便
な
判
別
方
法
を
再
確
認
し
て
、
稿
を
閉
じ
る
こ
と

に
す
る
。

＊  

古
活
字
十
行
乙
本
・
十
一
行
丙
本
・
同
丁
本
・
正
保
三
年
整
版

本
系
統
の
判
別
の
目
安

　

  

そ
の
名
一
人
は
い
し
つ
く
り
の
御
子
、
一
人
は
く
ら
も
ち
の
御

子
、
一
人
は
左
大
臣
あ
へ
の
み
む
ら
し
、
大
納
言
一
人
は
大
伴

の
み
ゆ
き
、
中
納
言
一
人
は
い
そ
の
か
み
の
も
ろ
た
か
、
此
人
々

な
り
け
り
。（
正
保
整
版
本
・
3
表
）

＊
正
保
三
年
整
版
本
の
判
別
の
目
安

　

独
自
異
文
十
一
例
と
の
異
同
（〈
表
1
〉
乃
至
〈
表
3
〉
参
照
）

﹇
注
﹈

（
1
）　
「
座
談
会　

王
朝
物
語
の
絵
画
―『
竹
取
』『
伊
勢
』を
中
心
に
」（『
武

蔵
野
文
学
』W

ide vol.01　

二
○
一
○
年
九
月
）
に
お
け
る
針
本
正

行
氏
の
発
言
。
7
頁
。

（
2
）　

石
川
透
氏
編
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
宇
宙　

カ
ラ
ー
版
』（
非
売

品　

二
○
一
○
年
三
月
）
6
頁
。

（
3
）　

九
曜
文
庫
蔵『
竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
七
年
七
月
）

（
4
）　

中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』（
塙
書
房

　

一
九
六
五
年
六
月
）
本
稿
中
の
中
田
氏
に
関
す
る
引
用
は
、
特
記



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
本
文
考 

一
七

な
き
限
り
当
該
書
に
よ
る
。

（
5
）　

同
様
の
趣
旨
の
指
摘
は
、
夙
に
中
野
氏
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集　

竹
取
物
語
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
八
七
年
十
一
月
）「
解
説
」

3
頁
で
も
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　

川
瀬
一
馬
氏
『
古
活
字
版
之
研
究
』（
安
田
文
庫　

一
九
三
七
年

十
月
）、
増
補
版
は
一
九
六
七
年
十
二
月
刊
。

（
7
）　
（
4
）
前
掲
書
「
解
説
編
」
に
よ
る
と
、
新
宮
氏
蔵
古
活
字
十
一

行
乙
本
は
、「
巻
頭
の
一
丁
目
表
一
面
。
及
び
巻
末
の
一
丁
分
を
闕
き
、

ま
た
後
半
以
下
に
な
る
と
紙
面
の
下
左
隅
が
破
れ
て
な
く
、
裏
打
し

て
そ
の
部
分
を
適
当
な
本
文
で
補
闕
し
て
あ
る
」（
251
頁
）
由
で
あ
る
。

こ
の
特
徴
と
一
致
す
る
「
岡
田
真
之
蔵
書
」
の
旧
蔵
印
を
有
す
る
古

活
字
本
が
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
所
蔵
（
九
一
三
・
三
一
・

イ
七
、
昭
和
卅
一
年
貳
月
壹
日
受
入
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

て
お
く
。
尚
、
冒
頭
と
巻
末
の
欠
丁
部
分
は
、
正
保
三
年
整
版
本
の

本
文
で
補
写
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　

渡
辺
雅
子
氏
「
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
二
巻
」（『
竹
取
物

語
絵
巻
』
勉
誠
出
版　

二
○
○
八
年
七
月
）

（
9
）　

同
様
の
事
例
と
し
て
、国
学
院
大
学
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
小
型
絵
』

の
下
巻
「
絵
1
」
の
直
前
の
文
章
「
つ
か
う
ま
つ
る
ま
し
き
事
を
参

り
て
申
さ
ん
と
て
参
り
て
申
也
」（
正
保
整
版
本
「
や
う
」）
が
あ
る

こ
と
が
、
針
本
正
行
氏
『
物
語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る

総
合
的
研
究
』（
二
○
○
九
年
三
月
）
81
頁
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

中
川
浩
文
氏
『
竹
取
物
語
の
国
語
学
的
研
究
』（
思
文
閣
出
版

一
九
八
五
年
三
月
）

付
記　

本
稿
を
成
す
に
際
し
て
、
御
所
蔵
本
の
閲
覧
及
び
複
写
を
御
許

可
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
機
関
に
対
し
て
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　

ま
た
、
二
○
一
一
年
度
花
園
大
学
特
別
個
人
研
究
費
に
よ
る
研

究
成
果
の
報
告
書
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
活
動
す
る
に

際
し
て
御
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
方
々
に
対
し
て
、
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
そ
ね
・
せ
い
い
ち
／
日
本
文
学
科
教
授
）




